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教 育 研 究 業 績 

氏名  夏原 隆之 
学位: 博士（コーチング学） 

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

スポーツ科学 スポーツ科学，スポーツ心理学，コーチング学 

主要担当授業科目 
健康・スポーツ科学，ゴール型スポーツ，基礎ゼミⅠ，コーチング論，認知心理学，心理データ処

理，健康・スポーツ心理学演習，卒業研究 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事  項 年 月 日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1) リアクションペーパーによる双方

向な教育方法の実践 

2) 学習管理システム（LMS）として

Teamsの使用 

3) teamsやCourse powerを用いた遠

隔授業・ハイブリッド授業の実施 

4) MentimeterおよびKahoot！とい

ったICTを使った授業双方向授業

の実践 

2015年4月～ 

2019年3月 

2019年4月～ 

現在に至る 

2019年4月～ 

現在に至る 

2020年4月～ 

現在に至る 

講義・実技科目において，リアクションペーパーを用いて講義

内容に関する課題・問いに対する回答・意見を求め，学生の理

解度を把握すると同時に，授業の感想・要望・疑問点を自由記

述してもらい，講義内容の改善に努めた． 

授業資料等の教材の提供，学生への指示，質問（問い合わせ）

対応，課題提出等を行った． 

teamsやCourse powerを用いて，リアルタイム型，オンデマ

ンド型，教材・資料配布型など，授業特性に応じて，様々な形

式で授業を行った． 

講義内容に関する課題・問いに対する回答・意見を求め，学生

の理解度を把握すると同時に，授業の感想・要望・疑問点を自

由記述してもらい，リアルタイム・双方向性のある授業を実践

した． 

２ 作成した教科書・教材 

1) 授業スライド資料の作成 2014年4月～ 

現在に至る 

講義科目で使用するスライド資料をパワーポイントにて作成

し，授業にて投影し講義を進めるとともに，資料として配布し

ている． 

（健康・スポーツ科学，コーチング論，心理データ処理Ⅰ，認

知心理学） 

３ 当該教員の教育上の実績に関す

る大学等の評価 

1) 筑波大学における FD プログラム

研修の受講およびティーチングフ

ェローへの採用 

2) 授業評価アンケート 

2011年6月 

～ 

2011年11月 

2015年4月 

教育能力を高めるための実践的方法に関するFDプログラム研

修を受講し，ティーチングフェローとしての適性が評価された． 

東京成徳大学や，非常勤講師として複数の大学において学生
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（現在に至る） 

 

 

 

による授業評価アンケートにより評価を受け，いずれの授業

においても，おおむね平均値と同程度以上の評価を得た． 

４ 実務の経験を有する者について

の特記事項 

 

1) 東京都大島町ジュニアスポーツフ

ェスティバル講師（サッカー競技） 

 

 

 

 

2) 東京成徳大学子どもスポーツ教室

の開催 

 

 

 

 

 

 

3) 東京成徳大学サッカー部指導 

千葉県大学サッカー連盟 2 部リー

グ優勝，1部昇格 

 

4) 日本スポーツ協会コーチデベロッ

パー 

 

 

 

2011年9月 

 

 

 

 

 

2014年4月 

~ 

2016年3月 

 

 

 

 

 

2017年11月 

 

 

2022年8月～ 

 

 

 

東京都・東京都体育協会・大島町体育協会・大島町教育委員会

が共催するジュニアスポーツフェスティバルにおいて，サッカ

ー競技の講師を務めた．性別や年齢，経験の有無を問わず，サ

ッカーを通じてスポーツの楽しさや運動することの喜びを経験

できるようなプログラムを立案し実践した． 

 

東京成徳大学における学内研究プロジェクト「スポーツ教室活

動を通じた学生の自己効力感の育成支援研究」活動として，八

千代市教育委員会の後援を受け，東京成徳大学子どもスポーツ

教室を夏季および春季に開催した．子どもスポーツ教室では，

「スポーツ・運動の楽しさを知る」「スポーツを通じて色んな人

とコミュニケーションをとる」ということをテーマに，様々な

アクティビティーを行った． 

 

東京成徳大学男子サッカー部の指導を通じて，2部リーグ優勝，

翌年度の1部昇格を果たす． 

 

日本スポーツ協会のコーチデベロッパーとして，各種の研修会

において活動している． 

５ その他 

 該当なし 

 

 

 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事  項 年 月 日     概             要 

1.資格、免許 

 

1) 中学校教諭1種免許状 「保健体育」 

 

2) 高等学校教諭1種免許状 

 「保健体育」 

 

3) 公益財団法人日本サッカー協会 

公認C級コーチ・日本体育協会公

認スポーツ指導員 

 

4) 中学校教諭専修免許状「保健体育」 

 

5) 高等学校教諭専修免許状 

「保健体育」 

 

6) 公益財団法人日本サッカー協会 

公認B級コーチ・公益財団法人日

本体育協会公認コーチ 

 

 

2009年3月 

 

2009年3月 

 

 

2009年11月 

 

 

 

2011年3月 

 

2011年3月 

 

 

2017年4月 

 

 

 

 

新潟県教育委員会（平20中1第1057号） 

 

新潟県教育委員会（平20高1第1058号） 

 

 

日本サッカー協会（C000521559） 

 

 

 

新潟県教育委員会（平22中専第24号） 

 

新潟県教育委員会（平22高専第35号） 

 

 

日本サッカー協会（C000521559） 
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7) 公益財団法人日本サッカー協会 

公認キッズリーダー 

 

8) 日本スポーツ心理学会公認スポー

ツメンタルトレーニング指導士 

 

9) 公益財団法人日本スポーツ協会公

認アシスタントマネージャー 

 

10) 公益財団法人日本スポーツ協会

共通科目コーチデベロッパー 

JSPO CD 養成講習会 修了 

 

2017年8月 

 

 

2020年4月 

 

 

2020年4月 

 

 

2022年2月～ 

現在に至る 

 

日本サッカー協会（C000521559） 

 

 

日本スポーツ心理学会（C2010n） 

 

 

日本スポーツ協会登録番号（0455679） 

2.特許 

 該当なし 

 

  

3. 実務の経験を有する者についての

特記事項 

 

1) 東京成徳大学サッカー部における

指導 

 

2) 公益財団法人全国大学体育連合 

編集・出版部委員 

 

3) 日本スポーツ心理学会第49回大会

実行委員 

 

4) 企業との共同研究 

 

 

 

 

 

 

2014年4月～ 

2019年3月 

 

2019年6月～ 

現在に至る 

 

2022年2月～ 

2022年10月 

 

2023年2月～ 

現在に至る 

 

 

 

東京成徳大学サッカー部の指導を行った． 

 

 

全国大学体育連合が発行する機関誌「大学体育」編集および出

版に関わる業務を行っている． 

 

日本スポーツ心理学会第49回大会において，大会実行委員とし

て活動した． 

 

企業と「サッカー選手の認知能力の測定・トレーニング」に関

するアプリケーションの研究開発を行っている． 

4．その他 

 

1) 日本体育学会茨城支部 2012 年度

若手研究発表奨励金の獲得 

 

2) 茨城体育学会平成25年度若手研究

発表奨励金の獲得 

 

3) 2016年度科学研究費助成事業にお

ける学術研究助成基金助成金（若

手研究B）の獲得 

 

4) 笹川スポーツ財団 2017 年度笹川

スポーツ研究助成における研究助

成金の獲得 

 

 

 

2012年7月 

 

 

2013年7月 

 

 

2016年4月 

～ 

2019年3月 

 

2017年4月 

～ 

2018年2月 

 

 

 

 

研究題目名：サッカーのパス動作における視覚行動の違いに関

する研究 

 

研究題目名：サッカーのパスレシーブ局面における視覚探索方

略 

 

課題番号：16K16525 

研究課題：ジュニアサッカー選手における知覚運動スキル特性

とその発達的変化の解明 

 

研究番号：17B3-017 

研究課題：児童期および青年期の子どもにおける非認知スキル

の発達とスポーツ活動との関連性に関する研究：スポーツの何

が非認知スキルの獲得に寄与しているのか？ 
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5) 教育新聞コラム「円卓」の執筆 

 

 

6) 指導員行動評価作成推進事業研究

業務委託 

7) 2019年度科学研究費助成事業にお

ける学術研究助成基金助成金（若手研

究）の獲得 

 

8) 笹川スポーツ財団 2019 年度笹川

スポーツ研究助成における研究助

成金の獲得 

 

 

9) リースラス株式会社社員研修 

 

10) 東京消防庁 消防技術安全所  

技術改良検証検討委員会委員 

 

 

11)  TV 番組「月刊ゴールキーパー 

～ Jリーグ開幕直前スペシャル 

～」における撮影協力 

 

2018年8月 

 

 

2018年10月～ 

2019年9月 

 

2019年4月 

（現在に至る） 

 

 

2019年4月 

2020年2月 

 

 

 

2019年6月 

 

2021年5月～ 

2022年3月 

 

 

2021年12月～ 

2022年2月 

教育新聞コラム「円卓」 

テーマ：「非認知能力を育てることの大切さ」 

 

スポーツ指導員の児童へのスポーツ指導における指導行動を評

価する評価指標の作成に関する業務を行った． 

 

課題番号：19K20012 

研究課題：課題の制約が知覚運動スキルに及ぼす影響の解明と

トレーニングへの応用 

 

研究番号：19B2-033 

研究課題：青年期の子どもを対象とした非認知能力アセスメン

トツールの開発 

 

 

スポーツ活動と非認知能力に関する講演を行った． 

 

消防士における消防技術の改良検証検討委員会における外部有

識者の立場から，消火活動場面における視線計測や分析，評価

における助言，指導を行った． 

 

TV番組におけるアスリートの視線計測実験，分析，評価などを行った． 

 

 
著書、学術論文等の名称 
 

単著 
共著 
の別 

発行又は 
 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又は 
 
発表学会等の名称 

 
  概         要 
 

(著書) 

該当なし 

 

（学術論文） 

1) サッカーにおける選択

的注意と知識の関係に

ついて －競技レベルに

よる検討－ 

（学位論文） 

 

 

2) 大学サッカー選手にお

ける攻撃プレーに関す

る認知と知識表象  

（平成 25 年度日本スポ

ーツ心理学会優秀論文

奨励賞受賞論文） 

 

 

3) サッカー選手の認知プ

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

2011年3月 

 

 

 

 

 

 

2012年9月 

 

 

 

 

 

 

 

2013年11月 

 

 

 

 

新潟医療福祉大学大学

院修士課程 

医療福祉学研究科 

健康科学専攻 

修士論文 pp 1-131 

 

 

スポーツ心理学研究 

第39巻，第2号 

pp 137-151 

 

 

 

 

 

日本機械学会シンポジ

 

 

 

 

競技レベルの異なるサッカー選手の認知

過程に対する内省報告から，選択的注意

と知識の関係を検討し，選択的注意と知

識の間には有意な正の相関関係があるこ

とを明らかにした． 

 

 

共著：夏原隆之・山崎史恵・浅井武 

競技レベルの異なる大学サッカー選手の

攻撃プレーに関する認知能力と，それを

支える顕在的知識の定量的な差異を調査

し，競技レベルの高い選手は，状況の理

解やプレー動作に関する知識が発達して

いることを明らかにした． 

 

共著：夏原隆之，中山雅雄，加藤貴昭，
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ロセスにおける熟達度

に関連した違い －眼球

運動と言語報告からの

検討－ 

（後掲） 

 

 

 

4) サッカーにおける戦術

的判断を伴うパスの遂

行を支える認知プロセ

ス 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) サッカーの状況判断に

おける予測パターンに

基づく視覚情報処理方

略 

（学位論文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) 高校サッカー競技者と

コーチとの人間関係に

ついての検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウム：スポーツアンドヒ

ューマンダイナミクス

2013講演会講演論文集 

pp.307-1-307-5 (USB) 

 

 

 

 

体育学研究 

第60巻第1号 

pp 71-85 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学大学院 3 年制

博士課程人間総合科学

研究科コーチング学専

攻 

博士論文pp. 1-105. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学研究紀要 

– 人文学部・応用心理学

部 ‐ 

第23号，pp. 93-102. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永野智久，佐々木亮太，吉田拓矢，

赤野祥朗，浅井武 

熟練度の異なるサッカー選手の認知プロ

セスを調査し，熟練者は探索率の高い方

略を用いて状況を詳細に捉え，運動動作

の直前に重要な位置に視線を留めている

ことを明らかにした． 

 

共著：夏原隆之，中山雅雄，加藤貴昭，

永野智久，吉田拓矢，佐々木亮太，

浅井武 

サッカー選手が戦術的判断を伴うパスを

遂行する時，どのように視覚情報を処理

しているのかについて検討した．その結

果，熟練者の優れたパスパフォーマンス

は，サッカー特有の精緻化された知識基

盤を用いて，効率よく的確に視覚情報を

抽出することに起因していることが示唆

された． 

 

熟練度の異なるサッカー選手を対象に，

認知的側面と知覚－運動連関の2側面か

らサッカーの状況判断におけるパフォー

マンス，知覚・認知スキル，知識の関係

を分析し，素早く的確な状況判断をする

ための視覚情報処理方略を検討した．サ

ッカー熟練者はこれまでの経験によって

蓄積されたプレーに関する知識をベース

に，フィードフォワード的に予測パター

ンを働かせて，いつどこを見るべきか，

この先どういう展開になるかを予測し，

効率的に視覚情報を処理し，プレーして

いることを明らかにした． 

頁数：pp. 1-105. 

 

共著：木幡日出男，岡田弘隆，石井辰典，

夏原隆之，市村操一 

高校サッカー部員を対象に，普段感じて

いるコーチ－競技者の人間関係とコーチ

に対する信頼感について質問紙を用いて

調査した．その結果，コーチ－競技者の

人間関係については，「関わり」「親密さ」

「相補性」が優位に低いことを明らかに

した．加えて，信頼感に関する要因につ

いて，高校生競技者のコーチに対する信

頼感が優位に低いことを明らかにした．

つまり，高校生競技者と指導者の間の人

間関係は，ラポール形成が十分になされ
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7) サッカーの状況判断に

おける知覚認知スキル

の研究動向と今後の課

題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8) サッカー選手の情報処

理能力に関する研究 

（後掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9) 競技力が高いサッカー

選手の状況判断時にお

ける脳内情報処理過程

―事象関連電位と筋電

図反応時間を指標とし

て― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10) 運動時の声かけは周囲

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

2017年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年9月 

 

 

 

 

コーチング学研究 

第60巻，第1号 

pp. 1-10. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本機械学会講演論文

集2017，pp. U00052-1 

- U00052-6. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体力医学会 

67巻，pp. 107-123. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県体育学研究 

ているとは言い難く，指導する上で大き

な問題である可能性が示唆された． 

頁数：pp. 93-102. 

 

共著：夏原隆之，加藤貴昭，中山雅夫，

浅井武 

サッカーの状況判断に関わる知覚認知ス

キルとコーチング学との関連について概

観した．サッカー熟練者は，これまでの

経験によって蓄積された知識をベースに

効率的に視覚情報を処理し，的確に状況

判断していると示された．コーチング学

の立場から，獲得させたいスキルの学習

を自ずと促進させることができるアプロ

ーチの一つとして，環境や課題の制約を

考慮した知覚認知スキル研究が，今後の

研究課題の一つであることを提起した． 

 

共著：松竹貴大，夏原隆之，小井土正亮，

鈴木健介，中山雅雄，浅井武 

本研究では，生理学的指標と神経心理学

的指標を用いて，サッカー熟練者の脳内

情報処理の特性を明らかにする事を目的

とした．その結果，選択反応課題におい

て，サッカー熟練者は，刺激に対する評

価や反応が早いことを示した．また， 生

理学的指標と神経心理学的指標の関連性

の検討から，サッカー熟練者の運動・反

応処理における優位性と実行機能の優位

性は，相互に関連していると考えられる． 

 

共著：松竹貴大，夏原隆之，小井土正亮，

鈴木健介，田部井祐介，中山雅雄，

浅井武 

 本研究では，事象関連電位（ERP）を

指標に，サッカー選手の脳内情報処理能

力について検討した．その結果，複雑な

選択反応課題において熟練者群は未熟練

者群と比較して，ERP早期成分（N200，

P300）における有意に短い潜時，反応時

間が有意に短いことを示した．これらの

結果から，熟練者は未熟練者よりも，状

況の素早い見極めと運動出力のいずれも

素早く行われていることから，中枢の情

報処理能力に優れていることが示唆され

た． 

 

本研究では，注意力の低下を招く運動強
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への注意にどのような影響

を及ぼすのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11) 練習時間の告知が練習

中の行動に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12) Decision-Making 

While Passing and 

Visual Search 

Strategy During Ball 

Receiving in Team 

Sport Play 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13) スポーツ・コーチ教育

への変革型リーダーシップ

理論の導入の試みの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体運動文化研究 

第24巻，第1号，pp. 1-9. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Perceptual and Motor 

Skills, Vol. 127, No. 2, 

pp. 468-489 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京成徳大学紀要 

第27号，pp. 73-86 

 

 

 

 

 

 

 

 

度での運動状況下において，他者からの

声かけが，周囲の状況変化に対する知覚

にどのような影響を及ぼすのかについて

検討した．その結果，他者からの声かけ

は，注意の幅を広げ，周囲で起こる状況

変化への気づきに寄与することが推察さ

れた。スポーツにおける声かけは，注意

の広がりや状況変化への気づきを促す効

果があり，パフォーマンスを支える重要

な特徴の一つであると考えられる． 

 

本研究では，練習中の行動に対する時間

告知の有無の影響について検討した．そ

の結果，練習時間の告知は，練習関連行

動を促進させる一方，練習時間が告知さ

れなかった時，練習とは関係のない行動

に多くの時間を費やすことが確認され

た．つまり，練習時間の告知は，単に練

習時間を決めるといったマネジメント的

役割を果たしているだけではなく，練習

に対してどのように取り組むかに大きな

影響を及ぼすことが示唆された． 

 

共著：夏原隆之，加藤貴昭，中山雅雄，

吉田拓矢，佐々木亮太，松竹貴大，

浅井武 

本研究では、熟練度の異なるサッカー選

手を対象に，状況判断場面における味方

ボール保持局面とパスレシーブ局面中の

視覚探索方略について検討した．その結

果，味方ボール保持局面では，、チームメ

ートや相手選手、スペースに視線を向け，

パスレシーブ局面では，ボールやパスを

出すチームメートに視線を向けているこ

とが分かった．また，競技レベルの違い

によって、対象を見る時間や注意の向け

方に違いがあることが明らかにされた． 

 

共著：夏原隆之，中山雅雄，岡田弘隆，

川北準人，市村操一 

本研究の目的は変革型リーダーシップ

(Transformational leadership: TFL)理

論を導入してコーチ育成プログラムを行

うようになった背景およびコーチの行動

変容を促す新しいコーチ教育プログラム

のワークショップ内容について論ずるこ

とであった．スポーツコーチング領域に

おけるトレンドの一つは，コーチの教育，
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14) Characteristics of 

Psychological Stress 

Processes and Collective 

Efficacy in Response to 

Athlete-Athlete 

Relationship Stressors in 

Youth Soccer Players 

 

 

 

 

 

 

15)  スポーツコーチング

における変革型リーダーシ

ップの有効性に関する研究

の展望 

 

 

 

 

 

16) フットボールコーチ

ングにおけるコーチの役割

とリーダーシップ行動 

 

 

 

 

17)  間欠的運動における

強度の違いがサッカー選手

の認知機能に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年2月 

 

 

 

 

 

 

2023年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Football Science,  

Vol. 19, pp. 28-37. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育学研究, 

第67巻, pp. 379-396 

 

 

 

 

 

 

 

フットボールの科学, 

第18巻, 第1号,  

pp. 70-77 

 

 

 

 

体育学研究, 

第68巻, pp. 131-141 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能力向上に関することであり，今後は，

変革型リーダーシップがアスリートの心

理や行動等に与える影響について検討し

ていくことが課題の一つである． 

 

共著：夏原隆之，市川雄大，中山雅雄 

本研究では，高校生サッカー選手を対象

に，集団効力感，人間関係ストレッサー，

認知的評価，コーピング，ストレス反応

について質問紙を用いて調査を行った．

その結果，競技レベルの高い選手は，チ

ームメイトとの人間関係に関するストレ

スに対して，その原因を建設的に捉え解

決しようと考え，そのために必要な努力

を行う傾向があることが明らかになっ

た．また、競技レベルの高い選手は，集

団効力感が高いこと示された． 

 

共著：夏原隆之, 中山雅雄, 川北準人,  

荒木香織, 市村操一 

本研究では，スポーツにおけるコーチの

変革型リーダーシップ行動が競技者の心

理的・行動的側面に及ぼす影響に関する

先行知見を概観したうえで，日本のスポ

ーツコーチング領域における今後の展望

について議論を行った． 

 

単著：夏原隆之 

本研究では，フットボールを対象とした

TFL 研究を取り上げ，その研究知見につ

いて概観するとともに，フットボー 

ルコーチングの心理的・社会的研究にお

ける今後の展望について議論した． 

 

共著：松竹貴大, 夏原隆之 

本研究では，大学生サッカー選手を対象

に，強度の異なる間欠的運動後にパス選

択反応課題およびストループ検査を行

い，間欠的運動の強度と情報処理の速さ

および注意機能の関係について検討する

ことであった．その結果，中強度および

高強度の間欠的運動後のパス選択反応課

題において，それぞれ反応時間が有意に

短く，ストループテストでは正答頻度が

コントロールテストよりも有意に高いこ

とが示された． 
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（その他） 

（研究報告書） 

1) サッカーのパス動作に

おける視覚行動 

 

 

 

 

 

 

2) 児童期および青年期の

子どもにおける非認知スキ

ルの発達とスポーツ活動と

の関連性に関する研究―ス

ポーツの何が非認知スキル

の獲得に寄与しているの

か？― 

 

 

 

 

 

 

3) 青年期の子どもを対象

とした非認知能力アセスメ

ントツールの開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) Richard Thelwell, 

Chris Harwod and Lain 

Greenless eds. The 

Psychology of Sports 

Coaching: Research and 

Practice （スポーツコーチ

ング心理学―研究と実践） 

 

 

 

5)  知覚認知スキルトレ

ーニングへのモバイルテク

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

2013年8月 

 

 

 

 

 

 

 

2018年4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年5月 

 

 

 

いばらき健康・スポーツ

科学 

第30号，pp. 63-64. 

 

 

 

 

 

2017 年度笹川スポーツ

研究助成研究成果報告

書，pp. 293-299 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年度笹川スポーツ

研究助成研究成果報告

書，pp. 234-240. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育学研究 

65巻，pp. 741-745. 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育の科学, 

第72巻, 第5号, 

 

 

共著：夏原隆之，中山雅雄，浅井武 

サッカー熟練者と初心者の視覚探索行動

の特徴について検討した．その結果，サ

ッカー熟練者は中心視によって精度良く

視対象を追跡し，より広い状況を捉える

際，頻繁に注意の切り替えを行いながら

状況を捉えていることを明らかにした． 

 

共著：夏原隆之，加藤貴昭 

本研究では，スポーツ経験を有する小中

学生および，スポーツ経験のない中学生

を対象に，スポーツ活動と非認知スキル

の関係について検討することを目的とし

た．結果では，スポーツ経験を有する子

どものほうが，スポーツ経験のない子ど

もよりも非認知スキルが高いことが示さ

れた．この結果は，スポーツにおける教

育的価値の理解や，非認知スキルを養う

ためのスポーツへの取り組み方に新たな

視点が付加される可能性がある 

 

共著：夏原隆之，山田裕生，加藤貴昭 

非認知能力を簡便かつ正確に測定できる

尺度の開発および信頼性・妥当性の検討

を行った．その結果，非認知能力におけ

る心の強さに関する尺度は，レジリエン

ス，忍耐力，自制心の 3 因子構造，学

習力に関する尺度は，コントロール．メ

タ認知知識，モニタリングの 3 因子構

造が確認された．各尺度における信頼性

および妥当性については，全体的に高い

内的整合性および構成概念妥当性，基準

関連妥当性が確認された． 

 

共著：雨宮怜，夏原隆之，市村操一 

スポーツコーチングに活用するために，

心理学やスポーツ心理学における理論等

を総合的にレビューした書籍を取り上

げ，コーチングにおける人間学的知見が

コーチ自身やアスリート，そして彼らの

支援者や周囲の人々に対して新たな視座

を提供するものであることについて書評

を行った． 

 

単著：夏原隆之 

本稿では，認知や判に断といった心理的
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ノロジーの活用 

 

 

 

 

 

（学会発表） 

1) サッカーにおける選択

的注意と知識の関係に

ついて：競技レベルの違

いによる検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) サッカー熟練者のパス

動作における視覚行動

の特徴に関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) サッカーのパス動作に

おける視覚探索行動 

（日本フットボール学会

10th Congress 学会

奨励賞受賞研究） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) サッカープレーヤーの

視覚探索方略－パスレ

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年8月 

 

pp. 312-318 

 

 

 

 

 

 

日本体育学会 

第61回大会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本スポーツ心理学会  

第39回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本フットボール学会 

10th Congress 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体育学会 

第64回大会 

側面に関わるメンタルトレーニングとし

て，知覚認知トレーニングに関する先行

知見の外観，知覚認知トレーニング方法

の解説，知覚認知トレーニングの今後の

展望について議論した． 

 

 

共著：夏原隆之，山崎史恵 

サッカー選手に対する認知課題および予

測課題に関するインタビュー分析から，

選択的注意と知識の関係について検討し

た．その結果，競技レベルの高い選手は，

プレーにより関連している場所を選択的

に正確に記憶していた．また，プレー展

開を予測する際の言語報告分析では，競

技レベルの高い選手は，プレー状況の把

握とプレー動作の選択に関する質の高い

知識を豊富に有していることを明らかに

した． 

 

共著：夏原隆之，伊藤瑞希，中山雅雄 

知覚と行為の相互依存性を考慮し，実際

の運動中の眼球運動計測を行った．サッ

カー熟練者を対象に，サッカーの状況判

断映像を提示し，ハンドパスおよびイン

サイドパス遂行中の視覚行動を検討し

た．その結果，平均注視時間において，

インサイドパスとハンドパスの間に有意

差が認められた．インサイドパスでは，

ボールを蹴るためにヘッドダウンしなけ

ればならないために，注視時間がハンド

パスよりも短くなったと考えられる． 

 

共著：夏原隆之，伊藤瑞希，中山雅雄，

浅井武 

サッカー熟練者および初心者を対象に，

ハンドパスおよびインサイドパス遂行中

の視覚探索行動について検討した．その

結果，熟練者は初心者と比較して，注視

回数が有意に多く，左右方向への注意の

切り替えについても頻繁に行っていた．

つまり，注意の切り替えを必要とするよ

うなより広い状況を捉える際には，眼前

の状況だけを捉える際の視覚探索行動と

は異なることが推察された． 

 

共著：夏原隆之，中山雅雄，加藤貴昭  

永野智久，浅井武 
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シーブ局面に着目して

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) サッカー選手の認知プ

ロセスにおける熟達度

に関連した違い －眼球

運動と言語報告からの

検討－（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) Visual search behaviors 

of soccer players in a 

simulated 

decision-making task 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7) サッカーのパス遂行場

面における熟練選手の

視覚探索特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本機械学会シンポジ

ウム：スポーツアンドヒ

ューマンダイナミクス

2013 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8th World Congress on 

Science & Football 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体育学会 

第66回大会 

 

 

 

 

 

熟練度の異なるサッカー選手を対象に，

眼球運動計測技法を用いて，サッカーの

パスレシーブ局面中のサッカー選手の視

覚探索方略を検討した．その結果，サッ

カー上級者は中級者と比較して，注視時

間が短く，多くの場所を注視する探索率

の高い方略を用いて情報を収集してい

た．また，パスをする直前には，正確な

パスの遂行のために重要と考えられる場

所に注視を向けるといった視覚探索方略

を用いていたことを明らかにした． 

 

共著：夏原隆之，中山雅雄，加藤貴昭永

野智久，佐々木亮太，吉田拓矢，

赤野祥朗，浅井武 

熟練度の異なるサッカー選手を対象に，

サッカーにおける意思決定場面の映像を

提示し，意思決定する際の視覚探索活動

および状況判断に関わる知識について調

査した．その結果，サッカー上級者は中

級者と比較して，短い注視時間で多くの

場所を注視する探索率の高い方略を用い

て，プレー状況を詳細に捉えていること

を明らかにした．また上級者は中級者よ

りもプレー状況を的確に把握するための

知識に優れていることを明らかにした． 

 

共著：夏原隆之，中山雅雄，加藤貴昭  

永野智久，浅井武 

サッカーの攻撃プレー状況において，サ

ッカー選手が戦術的判断を伴うパスを遂

行する際の視覚探索行動について検討し

た．熟練者は，パスを受ける前の局面で

はディフェンダーに視線を向けていた．

また，味方にパスをする直前の局面では，

パスを送る先の味方選手に視線を向けて

いた．つまり，サッカー熟練者は状況に

応じて視線をコントロールしており，視

線を向けるタイミングと時間が正確な意

思決定に依存することを示した． 

 

共著：夏原隆之，中山雅雄，加藤貴昭  

永野智久，浅井武 

サッカーにおけるパス遂行に至るまでの

視覚探索活動について，眼球運動計測と

言語報告を用いて検討した．その結果，

熟練者と準熟練者の最も大きな違いは，

相手に関する情報を抽出するか否かであ
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8) サッカーにおけるTake 

The Firstヒューリステ

ィックの有効性―サッ

カーにおけるパス選択

場面を用いた検討― 

 

 

 

 

 

 

 

9) サッカー選手の判断時

における脳内情報処理

過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10) 高校サッカー選手とコ

ーチとの人間関係に関

する調査分析について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11) クロスボール処理準備

時間相におけるサッカ

ー選手の視覚探索方略

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本心理学会 

第79回大会， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本スポーツ心理学会

第42回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本フットボール学会 

13th Congress 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本フットボール学会 

13th Congress 

 

った．サッカー熟練者は，相手の情報を

踏まえた上で状況を把握していた．その

上で，熟練者はパスを受ける前とする前

で見る対象を変えており，意図を持った

視線のコントロールが状況判断の重要な

ポイントであることを明らかにした． 

 

共著：石井辰典，夏原隆之，木幡日出男 

本研究では，サッカーにおけるパス選択

場面において最初に思いついた選択肢を

選ぶ方略（Take The First）について検

討した結果，選択肢を挙げた順番に評価

が下がることが確認され，先行研究

（Johnson & Raab, 2003）を支持する結

果であった．したがって，時間的・空間

的制約の厳しいプレー環境においては，

素早く意思決定することが重要であるこ

とが示唆された． 

 

共著：松竹貴大，夏原隆之，田部井祐介，

中山雅雄，浅井武 

サッカー選手の情報処理能力を定量的に

評価するために，熟練度の異なるサッカ

ー選手を対象に，状況判断課題を実施し

た．結果では，脳が刺激を評価して筋運

動が開始されるといった従来の解釈とは

異なる結果を示した．したがって，脳か

らの予測や命令といったトップダウン処

理ではなく，受容感覚からのボトムアッ

プ処理によって情報を処理しているとい

う新たな解釈の可能性が示された． 

 

共著：木幡日出男，夏原隆之 

高校生における課外活動所属の選手とコ

ーチとの人間関係について調査した．高

校サッカー選手とコーチとの人間関係を

質問紙を用いて調査分析した．その結果，

高校サッカー選手が普段感じているコー

チとの人間関係は，「関わり」が薄く，「親

密さ」も淡白で「相補性」も浅い傾向が

みられ，満足できるものではないことを

明らかにした．このような関係性は，指

導する上でも大きな問題であることが示

唆された． 

 

共著：伊藤瑞希，中山雅雄，夏原隆之，

浅井武 

サッカーにおいてクロスボールが蹴られ
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-フェーズ間における

視線配置の変容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12) サッカーのクロスボー

ル処理準備時間相にお

けるサッカー選手の視

覚探索方略-各フェー

ズにおけるゴールキー

パー経験者と未経験者

の比較 

 

 

 

 

 

 

 

13) Brain Information 

Processing of Football 

Players during 

Decision Making 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14) 熟練したサッカー選手

の状況判断時における

脳内情報処理の特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本コーチング学会 

第27回大会 

第 9 回日本体育学会体

育方法専門領域研究会， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21st annual Congress 

of the European 

College of Sport 

Science 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体育学会 

第67回大会 

 

 

 

 

 

る直前の準備時間相に着目し，ゴールキ

ーパー（GK）経験者と GK 未経験者の

予測正確性および判断の一貫性，視覚探

索活動の差異について検討した．その結

果，GK経験者はGK未経験者と比較し

て，クロスボールの到達位置を一貫して

正確に予測していたことを明らかにし

た．その要因として，クロスボールが蹴

られる前の時間相において，熟練GKは，

キッカーに視線を移していることを明ら

かにした． 

 

共著：伊藤瑞希，中山雅雄，夏原隆之，

松竹貴大，浅井武 

サッカーのクロスボール処理準備時間相

に着目し，ゴールキーパー（GK）経験

者とGK未経験者の視覚探索活動の差異

について検討した．その結果，クロスボ

ールを上げる選手がまだボールを持って

いない局面では，GK 経験者は有意にボ

ール保持者およびボール周辺に視線を配

置させていたが，クロスボールが蹴られ

る直前には，クロスボールを上げる選手

に視線を配置させていたことを明らかに

した． 

 

共著：松竹貴大，夏原隆之，田部井祐介，

中山雅雄，浅井武 

競技レベルの異なるサッカー選手を対象

に，状況判断課題における情報処理過程

について検討した．3 vs.1および4 vs.2

状況において，どこにパスすべきかを選

択させる課題時の筋電図と脳波を分析し

た．結果では，脳での反応よりも先に筋

反応が生じていることを明らかにした．

つまり，脳からの指令で予測や評価する

のではなく，受容感覚からの評価が可能

ということであり，内受容感覚的推論と

関連付けて説明できる可能性が示唆され

た． 

 

共著：松竹貴大，夏原隆之，田部井祐介，

中山雅雄，浅井武 

サッカーのパス回し課題における事象関

連電位（ERP），筋電図反応時間

（EMG-RT），反応時間（RT）を測定し，

熟練サッカー選手が状況判断する際の情

報処理特性について検討した．その結果，
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15) Proficiency-related 

differences in 

perceptual-cognitive 

expertise, executive 

function, grit of 

Soccer players 

 

 

 

 

 

 

 

 

16) Characteristics of 

decision making 

ability in expert 

soccer players: A 

focus on brain 

information 

processing and 

execution function 

 

 

 

 

 

 

17) Visual search 

strategies of soccer 

players in offensive 

situation of soccer: 

combining eye 

movement and 

retrospective verbal 

protocol data 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

World Conference on 

Science & Soccer 2017 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

World Conference on 

Science & Soccer 2017 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

International Society 

of Sport Psychology  

14th World Congress 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EMG-RTおよびRTにおいて，群間に有

意差が示された．熟練者は準熟練者と比

較して，プレーを実行する際「どのよう

な状況か」という状況評価よりも，「その

状況で何をすべきか」という反応・運動

の処理が，より先行して賦活する傾向で

あることが示された． 

 

共著：夏原隆之，加藤貴昭，松竹貴大，

中山雅雄，浅井武 

サッカー選手の知覚認知スキル，実行機

能，忍耐力における熟練差を検討した．

熟練者は，守備者に長い時間視線を向け

ていることが明らかとなった．また，熟

練者は，実行機能における創造性や心理

特性である忍耐力に優れていることも示

された．これらのことから，熟練者はサ

ッカー特有の知覚認知スキルだけでな

く，実行機能や忍耐力といった熟達に寄

与すると思われる様々な心理的要因に優

れていると考えられる． 

 

共著：松竹貴大，夏原隆之，小井土正亮，

鈴木健介，田部井祐介，中山雅雄，

浅井武 

熟練度の異なるサッカー選手の状況判断

中の脳内情報処理特性について検討し

た．その結果，熟練者は準熟練者と比較

して，実行機能における創造性や，素早

く正確にプレーを実行することに優れて

いることが示された．したがって，反応・

運動の処理速度の速さが，熟練者の脳内

情報処理特性の一つであるが，これには，

実行機能が影響していることが推測され

る． 

 

共著：夏原隆之，松竹貴大，加藤貴昭，

中山雅雄，浅井武 

熟練度の異なるサッカー選手を対象に，

サッカーの攻撃状況における視覚探索方

略を調査した．サッカー熟練者は準熟練

者と比較して，スペースよりも味方や相

手を中心に注意を配分していることを示

した．また，言語報告では，熟練者は，

相手選手に関する情報に注意を向ける傾

向を示した．サッカーにおいては，スペ

ースの位置よりも相手や味方の位置や状

況が，熟練した意思決定を支える重要な
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18) Reaction time of 

Japanese expert 

football players 

during decision 

making 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19) 集団スポーツにおける

集団効力感とチームメ

イトに対する心理的ス

トレスの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20) サッカー選手の情報処

理能力に関する研究 

（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21) スポーツに取り組む小

学生は，活動年数に伴

って非認知能力が高ま

るのか？ 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

2017年7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年11月 

 

 

 

 

 

International Society 

of Sport Psychology  

14th World Congress 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体育学会 

第68回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本機械学会シンポジ

ウム：スポーツアンドヒ

ューマンダイナミクス

2017 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本スポーツ心理学会

第44回大会 

 

 

情報源になっていることが示唆された． 

 

共著：松竹貴大，夏原隆之，小井土正亮，

鈴木健介，田部井祐介，中山雅雄，

浅井武 

筋電図反応時間及び反応時間を用いて，

実際のプレー状況を想定した選択反応課

題における熟練サッカー選手の脳内情報

処理特性について検討した．その結果，

熟練者は，素早く正確なプレーの遂行が

できることが示された．これは，熟達が

進むことによって，中枢神経での活動を

減少させ，数少ない神経リソースを用い

て，反応処理を実行することによって，

効率よく身体を動かしていることが推測

される． 

 

共著：夏原隆之，市川雄大，中山雅雄，

浅井武 

競技レベルの異なる15歳から18歳まで

の高校生サッカー選手772名を対象に，

質問紙を用いて，集団効力感（CE）とチ

ームメイトとの人間関係に関する心理的

ストレス過程（認知的評価やストレス反

応）について検討した．その結果，競技

レベル高群は，人間関係の問題に対して

ポジティブに捉え，建設的に行動する傾

向にあることが示された一方で，競技レ

ベル低群は，ネガティブに捉え，破壊的

に行動する傾向が示された． 

 

共著：松竹貴大，夏原隆之，小井土正亮，

鈴木健介，中山雅雄，浅井武 

本研究では，生理学的指標と神経心理学

的指標を用いて，サッカー熟練者の脳内

情報処理の特性を明らかにする事を目的

とした．その結果，選択反応課題におい

て，サッカー熟練者は刺激に対する評価

や反応が早いことを示した．また， 生理

学的指標と神経心理学的指標の関連性の

検討から，サッカー熟練者の運動・反応

処理における優位性と実行機能の優位性

は，相互に関連していると考えられる． 

 

共著：夏原隆之，加藤貴昭 

スポーツをしている小学 4 年～6年生を

対象に，スポーツ活動年数と非認知能力

（自制心，忍耐力，レジリエンス）の関
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22) 熟練サッカー選手にお

ける実行機能と視覚探

索活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23) 中学生におけるスポー

ツ経験と非認知能力の

関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24) 非認知能力に関する尺

度開発の試み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年11月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体育学会 

第69回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本スポーツ心理学会

第45回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本スポーツ心理学会

第46回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

係について検討した．非認知能力とは，

知能以外で教育や労働市場における成果

に影響を及ぼす要因である．結果では，

スポーツ活動年数の増加に伴って，非認

知能力が向上するわけではないことが示

された．非認知能力を育むためには，ス

ポーツ活動の中で体験する他の要因が鍵

を握っていることが推測できる． 

 

共著：夏原隆之，加藤貴昭，中山雅雄， 

   浅井武 

熟練度の異なるサッカー選手を対象に，

視覚探索活動，実行機能，パフォーマン

スの関係について検討することを目的と

した．結果では，熟練サッカー選手は意

思決定の正確性が高いことが示された．

視覚探索活動においては，熟練者は守備

者に対して長い時間視線を配置させてい

た．実行機能においては，熟練者は認知

的柔軟性に優れており，新たな解決策を

見出す、素早く作戦を変更するといった

能力が優れている可能性が示唆された． 

 

共著：夏原隆之，加藤貴昭 

中学生を対象に，スポーツ経験者と未経

験者の非認知能力について検討した．そ

の結果， スポーツ経験者はスポーツ非経

験者よりも，非認知能力が有意に高いこ

とが示された．また，スポーツ経験者の

中でも，集団スポーツ経験者は，個人ス

ポーツ経験者よりも，非認知能力が有意

に高いことが示された．その上，6 年以

上のスポーツ経験者は，スポーツ経験が

3 年未満の者よりも，非認知能力が有意

に高いことが示された． 

 

共著：夏原隆之，山田裕生，坂本悠馬，

加藤貴昭 

大学生478名を対象に非認知能力を測定

する尺度開発について検討した．既存の

心理尺度をもとに 93 項目を作成し，得

られたデータに基づいて探索的因子分析

を行った．結果では「自他への誠実さ（18

項目）」「主体的に学習する力（14項目）」

「精神的たくましさ（12項目）」の 3因

子構造から成る非認知能力測定尺度が作

成された．今後の課題は，他の既存尺度

との基準関連妥当性や予測的妥当性，構
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25) アンガータイプの異な

る大学サッカー選手におけ

る怒り生起時の思考の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26) The effects of 

differences in the 

executive functions 

between decision-making 

and visual search 

strategies of soccer 

players 

 

 

 

 

 

 

27) The influence of 

sports experience on the 

acquisition of 

non-cognitive skills by 

junior-high-school 

students and an 

examination of the 

relationship between 

factors constituting 

non-cognitive skills 

 

 

 

28) サーヴァント・リーダ

ーシップのスポーツ・コー

チングへの導入の要請 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本コーチング学会 

第31回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 North American 

Society for the 

Psychology of Sport 

and Physical activity 

Virtual Conference 

 

 

 

 

 

 

 

 

The 2020 Yokohama 

Sport Conference 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本コーチング学会第

33回学会大会 

 

 

 

 

 

成概念妥当性の検討である． 

 

共著：坂本悠馬，夏原隆之 

相手からのラフプレーに対する怒りに着

目し，アンガータイプの違いによって，

怒り生起時の思考内容にどのような違い

があるのかについて検討した．その結果， 

怒り抑制型の選手は，怒りを抱きつつも，

我慢し気丈に振る舞う傾向であった．怒

り統制型の選手は，抱いた怒りをプレー

する以上避けられないものと合理化させ

ていた．怒り表出型の選手は，即座に報

復することを考え，暴言やファウル等の

行動に移す傾向にあった． 

 

共著：夏原隆之，加藤貴昭，中山雅雄 

本研究の目的は，実行機能パフォーマン

スの高低に基づいてサッカー選手を２つ

のグループに分けたうえで，実行機能高

群と低群における意思決定スキルおよび

資格探索方略について検討することであ

った．結果では実行機能高群は低群と比

較して，意思決定が正確であることが示

された．また，視覚探索方略においても，

実行機能高群は低群とは異なる方略を用

いており，実行機能と視覚探索方略には

関係があることが示された． 

 

共著：夏原隆之，北澤太野，加藤貴昭 

中学生を対象に，スポーツ活動経験年数

（3 年未満，6 年以上）およびスポーツ

種目特性（集団系，個人系）が，非認知

能力に及ぼす影響について検討した．非

認知能力は，忍耐力，自制心，レジリエ

ンス，内的目標志向，外的目標志向，自

尊心，努力調整，メタ認知の8項目であ

る．結果では，外的目標志向以外の項目

に対して，スポーツ種目特性に関係なく，

スポーツ活動経験年数が長い子どもほ

ど，非認知能力が高いことが示された． 

 

共著：市村操一，川北準人，八坂昭仁，

夏原隆之 

本研究の目的は，Rieke et al.（2008）の

研究以降に発表されたスポーツにおける

サーバントリーダーシップ（SL）に関す

る研究を取り上げ，コーチの SL の測定

法，コーチの SL と競技者の満足度や自
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29) コーチングの有効性

の研究法の問題点と解決法

の事例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30)  トップレベルサッカ

ーゴールキーパーのクロス

ボール対応時における視覚

探索行動の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学会講演） 

1) 平成25年度日本スポー

ツ心理学会優秀論文奨

励賞受賞記念講演 

 

（研究会発表） 

1) 2017年度笹川科学・笹

川スポーツ研究助成研

究発表会 

 

2) Elucidation of 

perceptual skill 

characteristics of 

soccer players at 
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2023年2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年11月 

 

 

 

 

2018年4月 

 

 

 

2021年3月 

 

 

 

 

 

 

日本コーチング学会第

34回学会大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本フットボール学会 

20th congress 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本スポーツ心理学会

第40回大会 

 

 

 

2018 年度笹川科学・笹

川スポーツ研究助成研

究発表会 

 

ARIHHP(Advanced 

Research Initiative for 

Human High 

Performance) サイエ

律性といった心理的・行動的側面に及ぼ

す影響についてレビューするとともに，

我が国の部活動などの運動現場における

コーチングの改善に資すると思われる問

題について討論する． 

 

共著：市村操一, 山口香, 岡田弘隆,   

中山雅雄, 秋山央, 川北準人,  

木幡日出男, 夏原隆之, 石村郁夫,  

高橋和子, 荒木雅信 

コーチングに関する研究は，コーチ自身

が認知している有能感に関する研究と，

競技者が認知している有効性に関する研

究の2つに分けられる．昨今，競技者の

能力，自信，人間関係，人格などにおい

て成果を生み出す有効性のあるコーチン

グスタイルに関する実証的研究が進めら

れている．本研究では，日本のコーチン

グ研究の現状と今後の展望について議論

する． 

 

共著：松倉啓太, 夏原隆之 

本研究は，サッカースモールサイドゲー

ム中のゴールキーパー（GK）の眼球運

動計測およびゲーム後の内省報告から，

クロスボール（Cross）対応時の GK の

視覚探索方略を検討することが目的であ

った．その結果，トップレベル GK は

Cross に対応する場面において，蹴られ

るまでの局面で獲得した情報から，自身

が次の展開においてどのように関わるの

かを予測していることが明らかにされ

た． 

 

 

平成 25 年度日本スポーツ心理学会優秀

論文奨励賞に選出された論文に関する記

念講演を行った． 

 

 

研究助成を受けた研究課題について，そ

の成果を発表した． 

 

 

研究助成を受けた研究課題について，そ

の成果を発表した． 
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